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研究成果の概要（和文）： 

 本研究は，情報デザイン教育における基本的な原理としてのコミュニケーションのモデルを理
解し，"違う立場において相互に意図を伝達しあう"ためのデザインの考え方を学ぶための教材
の開発を狙うものである．特に，言語の制約を超えるインフォグラフィックスの学びに焦点を
当て．異文化の学生間で学びあいを促進するオンラインコミュニティを組み込んだ学習モデル
と課題を提案し，独自に構築したシステムを用いて相互学習プロジェクトを実施した． 
 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this study is to develop a learning material for understanding 
communication models as basic design principle in Information Design education． The focus 
is on visual communication with INFO-GRAPHICS, and its capability to communicate beyond 
the language barrier．In this study, a learning model utilizing online communities is 
proposed and implemented as a online system, which facilitates cross-cultural 
communication and educational experiences for college-level students and educators in 
the information design field in conjunction with information graphics assignments． 
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1．研究開始当初の背景 
 社会への ICT の浸透が進む中で，これまで
は特殊なスキルが必要だった情報表現のコ
ストが下がり，一般の人々でもより豊かな自

己実現を目指して表現力を希求することが
増えている．また近年の教育の現場において
も，例えば，(1)中等教育において新学習指
導要領では専門教科情報において情報デザ
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インがカリキュラムに取り入れられ始めた
こと，(2)高等教育において，従来の美術系
学部だけではなく情報系学部，工学部，社会
系学部等で広義のデザインに関する教育を
行う学部学科の開設が急増していること，の
事例が示すように，今後の社会を形成してい
く方法論のひとつとして，他者とのコミュニ
ケーションを介してより豊かに人と人の間
を繋ぐための情報デザイン教育に対する社
会的要請は著しく大きい．さらに言えば，単
に利便性を高めたり障壁を減らしたりする
だけではなく，ICT によって拡張された今後
の社会の中で，人々はどう生きるべきか，技
術を越えた先にある未来の生活を展望して
いくための新しい価値の創出を含めて情報
デザイン教育は期待されていると言える． 
 しかし，従来は美術大学において専門職育
成として行われてきた日本のデザイン教育
の蓄積は，一般教育で同様の試みを行ったと
しても，学習者の前提知識や学習環境が大き
く異なるためうまく適用されないことが多
い．自己表現ではなく社会に向けたデザイン
を指向した教育的知見や，耐久度の高い情報
デザインに関する原理についての教育的知
見は，まだまだ少ないのが現状である．また
新しい教育内容に対して忙殺される教員の
負担軽減をおこなうためにも，情報デザイン
教育のための応用可能な教材の共有リソー
スが待たれている．こういった背景を元に，
筆者は非美術系学部や中等教育での情報デ
ザイン教育に向けた，導入～初・中級レベル
までの学習を射程とした教材の開発を行う
ことの意義を主張する． 
 本研究では，多領域にまたがる情報デザイ
ンの中でも特に基礎として重要と考えられ
るテーマとして，違う立場を持つ者が特定の
意味を効果的に伝達しあう「コミュニケーシ
ョンのためのデザイン」を中心に据える．そ
して，具体的な実践として，海外の大学と協
力し合い，異なる母国語を持つ学生同士で共
有する仮想的な場を作り，遠隔コミュニケー
ションのワークショップの実験を行う．ここ
では異言語間での共通要素として視覚言語
コミュニケーションを深めていくことで，学
習者自らが日々無自覚に行っている各種コ
ミュニケーションの機能を改めて意識化し
ていくことを狙う．異国の人々と場を共有し
対話するにあたって，これまでとは異なり，
大きな制約が生まれる．その制約の中でコミ
ュニケーションの要素や構造を自覚し，立場
の違いの中で考慮すべきことを解きほぐし
ていくことを期待する． 
 デザイン教育に限らないが，学習において
重要なのは実践を行うと共に，行為を振り返
る適切なリフレクションの機会を持つこと
であるとされる（Schon,1983）．従来の教室
型の学習では，学習者自らが振り返る際に教

室内にいる限られたメンバーや教員でしか
共有できなかったが，ICT を用いることで世
界中と課題を共有する中で自分に対しての
リフレクションを行うことが出来るように
なっている．こういった拡張された経験を教
育に取り入れ，効果的な学習が起こるように
デザインしていくことを試みる． 
 また，国際化が進む今後の社会においても
学生たちが海外の国々との接点を増やし視
野を広げるトレーニングは有効であると思
われる．先駆者として国際的視覚言語を体系
化した Otto Neurath による「言葉は世界を
分かつが，絵は世界を繋ぐ」という名言があ
るように，情報デザインの知識は国境を越え
て共有し合える可能性を持つ．海外の大学と
協力し合い，共有した場を持つということは
言語学習の Language Exchange に似た，相互
補完的な協力関係が必要となり，メッセージ
が届く相手のことを考えるという目的がよ
り明確になる．そこからは教室における教員
と学生のような関係とは異なり，課題内容が
実践的なコミュニケーションツールとして
成立することの意義が理解できるだろう．も
う一つ，実験結果や成果物を形式化し，公開
することで誰でもアクセスできる教材とし
てのスケーラビリティを持たせることを狙
う．ワークショップは学習者の価値ある経験
となることに異論はないが，一回限りの出来
事であるため，場を共有していない他者には
共有されにくい．そこで単独の学習者でも課
題の目的や成果，出来事を理解でき，共に学
ぶことができるような教材としての成果物
を作成する． 
 
2．研究目的 
 本研究は，非美術系学部及び中等教育で取
り組まれ始めた情報デザイン教育に向けた，
基本原理的な教材の開発を行うことを目的
とする．情報デザイン領域の中でも特に，"
違う立場において意味を伝達しあうコミュ
ニケーションのためのデザイン"に焦点を当
て，日本と米国の大学を繋ぐ実践的な活動の
中で，生きた教材が生み出される仕組みを作
ることを狙うものである． 
 研究期間において，異なる母国語を持つ学
生同士の間で，実験的な視覚言語コミュニケ
ーションと異文化交流が同時に行えるワー
クショップを行い，成果物を両方で共有する
ための Web システムをデザインする．そして
成果物を教材として公開し，広く活用できる
ように教育現場への定着のための支援を行
うものである． 
 
3．研究の方法 
本研究は，教育実践の中から知見を生み出す
実践研究を指向する．研究期間において，以
下の事柄を明らかにする． 



 

 

 ＋情報デザインの基本原理を重視した， 
  導入段階の課題の開発 
 ＋遠隔コミュニケーションワークショッ 
  プによる実験と異文化交流 
 ＋課題共有のためのウェブサイトシス 
  テムの構築 
 
最終的には，成果を広く配布可能な冊子型の
教材を作成し，教材の教育現場への告知と定
着のための支援を行う．2010 年度にまず上記
3 つを通して行い，翌年度には，ワークショ
ップ内容および内容の検証を含めて教材化
を行う． 
 
4．研究成果 
(1)この研究テーマを具体化したものとして
「Visual Exchange」というネーミングを持
った課題を開発した．自分の国であたりまえ
の知識を，よく知らない他の国の人にグラフ
ィックのみで伝えると言うものである．[図
1]これはコンテンツとしては異文化交流を
おこなうものであるが，手段としてインフォ
グラフィックスを用い，そして相互対話を通
してメタ的にコミュニケーションモデルを
理解するという，多層的な構造を持つ． 
 

 

[図 1 Visual Exchange 学生作品] 

 

(2)次に，上記課題を元にして，異文化の学
生間で学びあいが起こることを狙い，オンラ
インコミュニティと教室による二重のフォ
ードバックを組み込んだ学習モデル(Double 
Feedback Model)を提案した[図 2]．これは視
覚による世界共通言語としてのインフォグ
ラフィックスの学習と，それを用いたコミュ
ニケーションによって効果的なフィードバ
ックを併せ持つ教育のあり方を探ったもの
である． 

 

[図 2 Double Feedback Model] 
 

(3)そして次に．そしてこのモデルに基づい
てオンラインコミュニティシステムを開発
し，それを利用したワークショップを，日本
の大学と米国の大学間で3回実施した[図3]．
各自の制作した課題を元に言語の異なるユ
ーザとして相互レビューを行い，その結果，
多くの学習者が自分達では発見できなかっ
た改善点を得ることができた． 
 

 

[図 3 Visual Exchange Online Community] 

 

この実践を通して，オンラインで課題をシェ
アすることは，交流の目的が明確になるが故
に，活発な学習活動が行われ，良質なフィー
ドバック装置として機能することを確認し
た．また事例の観察によって，情報の伝達方
法についての俯瞰的視点，文化的特性，地域
性・国際的に通じる機能性を区別することを
学ぶ機会として極めて有用であるが，言語無
しでは限界もあり，伝達のための適切な素材
を見極めること，制作後の熱気を冷まさない
うちの対話が不可欠であり，スケジューリン
グを慎重に検討すること，の 2つの重要性が
明らかになった． 
(4)これらの 2011 年度の研究をもとに，2012
年度は，実践内容の公開と知見の共有をおこ
なった．5 月の情報デザインフォーラム（横
浜山手ゲーテ座），6 月の日本デザイン学会
（千葉工大），7 月の HCII（アメリカフロリ
ダ州）にて実践を発表し，多くの研究者との



 

 

ディスカッションを行った． 
(5)議論を経て得られた改善点を踏まえて，
別途，学内にて対面状態で，アメリカ人/ベ
トナム人/台湾人をゲストにして，異文化交
流をテーマにした課題の共有を行った．オン
ラインコミュニティシステムを用いた際に
は人数や時間などの条件が揃わないと難し
いが，外国の人々が身近で調達できる場合は，
それでも高い効果が得られ，有用な学習リソ
ースとなることがわかった． 
(6)また．教材化を目指して事例収集と知見
の蓄積を行ったが，時間的制約で教材として
配布可能なところまでは力が及ばず．配布に
向けての計画が今後の課題となる． 
(7)研究成果の公開としては，当該取り組み
はインフォグラフィックス専門のウェブサ
イト（ツタグラ）で取り上げられ，一般の人々
にも広く知ってもらうことが出来た．震災以
降，情報発信・需要に対するリテラシーとし
てコミュニケーションデザインに関する時
代的要請は一層高まっており，知見が必要と
されているため，今後も引き続き研究を進め
ていく． 
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